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高山市平和都市宣言

■文案作成のポイント（大切にしたこと）

高山市は、飛驒山脈に代表される豊かな自然に囲まれ、祭りや匠の技などの伝統
文化を育み、「国際観光都市」として、周りとのつながりを大切にしてきました。
さらに、国際平和デーを「高山市平和の日」と定め、飛驒高山の地から、世界に
向けて恒久平和の実現を訴えています。

しかし、世界の各地では、紛争・テロ・飢餓が後を絶たず、核兵器の脅威にさら
されている現実があります。

私たちは、世界中の人々が安心して平和に暮らせる日が必ず来ることを願い、行
動します。

私たちは過去から学び、未来へ伝えていきます。
　戦争と核兵器の悲惨さ、愚かさ、恐ろしさ、そして命の大切さを。

私たちは守り続けます。
　豊かな自然、誇れる伝統文化、人と人との絆を。

私たちは大切にします。
　多様な文化を理解し、尊重することを。

私たち高山市民は、ここに高山市が永久に平和都市であることを宣言します。

高山市平和都市宣言検討会議　作成文案

○宣言文を、市民一人ひとりが自分のこととして、世
　界の恒久平和の実現に貢献する意志を表明するもの
　と位置づけました。

○市民の心構えである市民憲章の精神を踏まえ、市民
　の平和への行動を促し、高山市らしくて分かりやす
　い宣言文となるように作成しました。

○生き方や考え方によって、文章の捉え方は、人それぞれであることを踏まえ、市民の行動や
　考え方を狭めるような内容とはせず、それぞれの価値観や感性によって 想像・行動していた
　だける宣言文となるように作成しました。


